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ゲストティーチャー生涯学習講座 

(ＲＥ-ＮＥＷＡＬ) 知多半島の歩み（その一）   

      知 多 半 島 の 自 然   

           半田市文化財専門委員会 委員長 河  合  克  己 

１, 地形と地質 

 ・ 地勢 

 ★ 地形のようす 

○ 低地と丘陵地 

 

○ みっつの特徴的地域（資料①・③-2 参照）          （資料①）  

 二本の構造線  

    ・大府―大高線 

    ・名和―加木屋線 

 

 

    丘陵の名称  

    ★ 大府丘陵 

    ★ 知多丘陵 

     ○ 武豊丘陵 

     ○ 美浜丘陵 

     

 さらに特徴的に 

      ・師崎小起伏面 

       

      ・武豊面 

 

・ 横須賀小起伏面 

 

    段丘面  

     「段丘」とはどんなものか 

 

★ 亀崎面（高位段丘） 

 

★ 野間面（中位段丘） 

 

★ 岩滑面・緒川面（低位段丘） 

＜構造線＞   

・フォッサマグナ 

 

 

・中央構造線 

 

 

 

 

 

 

＜撓曲構造＞ 



 2 

◎ 「段丘」とはどんなものか 

 

 

＜ 段丘のできかた ＞ （資料）②-1・②-2 

 ○ 段丘の出来るとき          ○ 段丘の出来る場所 

 

 

 ○ 「第四紀」という時代（氷河期）   ○ 段丘のできかた      

・４回の氷河の発生  

  Ⅰ. ギュンツ 

     （間氷期） 

  Ⅱ. ミンデル 

     （間氷期） 

  Ⅲ. リ ス 

     （間氷期） 

  Ⅳ. ウルム 

     （後氷期） 

 

 

 

 

   資料②-3 
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● 知多半島の地形・地質的分類（その２）     （資料）③-1 

(「愛知用水史」の分類)（資料③-1・③-2） 

（１） 北部 

 

 

 

 

 

 

（２）中部 

 

 

 

（３）南部 

 

 

 

                                                 （資料③-2） 

      

 

 

（４）離島  
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★ 地質のようす 

 ○ 知多半島成立と地質 

  ＜出来上がっていくようす＞ 

 

 

 

 

 

  師崎層群  ＜古伊勢海＞（資料④参照・写真資料１～１０参照） 

 層序（つもり方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東海層群  ＜古東海湖＞（資料④参照）           層序（つもり方） 

上部常滑累層 

下部常滑累層 

豊丘累層 

 

＜互層と不整合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

内海累層 

山海累層 

豊浜累層 

日間賀累層 

＜基盤岩＞ 
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 更新世（第四紀洪積世）の地層  （資料⑤）        層   序 

○ 各層の堆積物 

 ・武豊層 

 

 ・高位段丘上の堆積物 

 

 

   ・中位段丘上の堆積物 

 

 

  ・低位段丘上の堆積物 

 

 

 

  完新統（沖積層）―現在―  

 

 

 

２，地下資源 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

３，災 害 

 ・洪水                      資料⑥⑦⑧⑨ 

 ・高潮 

 ・津波 

 

 

 ・地震 

 

 

 ・丘陵の崩壊 

低位段丘 緒川段丘堆積面 

 岩滑段丘堆積面 

中位段丘 半田層 

野間層 

 高位段丘 亀崎面 

 武豊層  

加木屋層  
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４，気 候 

【 気候区分＝               】 （資料⑩・資料⑪参照） 

 ★ 愛知県の気温分布 （資料⑩参照） 

  ・気温の年間のようす 

   ＜夏期＞ 

 

 

 

 

   ＜冬期＞ 

                

 

   

 

 

 

   （資料補遺）    気  候  区  一  覧 

気候区名 平均気温 年間降水量  東  海  型         １５．７ ２，３５５ 

北海道型気候区  ７．６ １，１３６   瀬 戸 内  型 １４．５ １，１３９ 

 中 央 高 地 型         １１．０ １，０５８  南  海   型 １６．１ ２，６４５ 

北  陸  型 １３．３ ２，３８８   北 九 州  型 １５．７ １，８６９  

                     （註）数値の単位、気温は摂氏、雨量はｍｍ 

 

 

 ★ 愛知県の降水量分布 （資料⑪参照） 

  ・降水量の年間のようす 
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 ★ 冬の気候の特色（資料⑬・資料⑭参照） 

  ◎ 冬の季節風 

○ 濃尾平野の季節風 

 

       伊吹颪 ・ 鈴鹿颪 （資料⑫参照）  

 

 

   ○ 知多半島の二つの颪 

     

○ 冬季における知多半島内各地の風の強さ（資料⑮参照） 

      東海市～新舞子辺へかけて・常滑市・上野間・内海・師崎 

            （冬の平均風速    ～    ｍ／秒 ）   

 

  ◎ 寒さの強弱を表す指数  酷寒指数 （資料⑯参照） 

     ・参考値  網走・根室（    ／１月平均） 

     ・濃尾平野・木曽三川・知多半島（    ／１日） 

 

◎ 知多半島の冬の「ある日」 昭和６１年（１９８６）２月１０日 

    （資料⑮・⑯）    （愛教大小和田道雄教授の調査ﾖﾘ） 

  各地の酷寒指数（資料⑯参照） 

   ・東海市・上野間（   ） 

   ・内海・新舞子・師崎・布土・東浦（   ） 

   ・半田・大府・緒川（   ） 

  ● 違いが出た理由は？ 

 

 

◎ 半田市の冬の「ある日」（資料）⑯-2） 

昭和６１年（１９８６）１月２６日（大和田教授の調査） 

   当日の気圧配置（          ）  

     

・風（風速）  

奥町・桃山町・池田町・宮本町＜西部＞（   m／１秒） 

   日東町＜海岸＞ （   m／１秒）  

     康衛町＜海岸＞ （   m／１秒） 

   ・気温（度） 

     市内の大部分  （    度Ｃ ） 
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     宮本町のみ   （ ６度Ｃ以上 ） 

  ・湿度（％） 

    宮本町 ＜西部＞ （ ４０％以下 ） 

    その外の西部は５０～６０％  その理由【         】 

 

 ・酷寒指数（資料⑯-2） 

   乙川・住吉・馬捨・宮本・有楽町・新宮町 （指数    以上） 

   あとの大部分              （指数    以下） 

   特に、亀崎町・康衛町・川崎町      （指数    以下） 

      その理由は？ 【                   】        

 

 

 ★ 夏の気候の特色（資料⑰・⑰-2） 

昭和５４年（１９７９）８月１日（大和田道雄教授調査） 

   

  ◎ 南の風    

     （ 北太平洋高気圧にすっぽり覆われていた日） 

         ＝                【海風】がふく 

   ○ 風速 

    ・木曽三川に添って       岐阜・大垣まで（   ｍ／秒） 

                    美濃加茂まで （   ｍ／秒） 

   

    ・庄内川に添う風は 

 

    ・知多半島へ吹く風は             （   ｍ／秒） 

                 

    ・海岸部は？                 （   ｍ／秒） 

 

 

◎ 暑さ 

   ○ 高温域はーー 濃尾平野北部（岐阜市・各務ヶ原市） 

            名古屋市北部（         ） 

       ＜３８度以上の所＞  

名古屋市南区～瑞穂区・守山区 

          山間部（多治見・   ・    ・豊田・    ・ 

新城）＝理由は？ 
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     海岸部は低く３４度Ｃ以下 

       知多半島と渥美半島は  （     度Ｃ）特に低し 

            その理由は＝ 

※ 半田のみ特に高かった（３５度Ｃ） 

        その理由は＝ 

 

   ● 濃尾平野は「異常気象（特に高温）」が発生しやすい傾向にある。 

  その理由 

（１）地形 

（２）小笠原高気圧の形 

（３）小笠原高気圧からの風の向き 

  

（４）台風崩れの低気圧の針路 

（５）中央高地からの風 

 

  ○ 不快指数の分布（資料⑰・⑰-2） 

   ・ 分布 

    濃尾平野や愛知県全域は８０以上で、 

     さらに、濃尾平野は８６以上となる 

【理由                              】 

     さらに、濃尾平野北部は（      ） 

       名古屋市では、笠寺付近が（      ） 

   ・昭和６２年（１９８７）８月１８日の知多半島の例 

      気温―伊勢湾岸（常滑付近）（   度Ｃ～   度Ｃ）であった 

         半田市 （    度Ｃ） 

     これに湿度が加わり不快指数が増加した。 

○ 不快指数が高かったところ 

東海市・巽ヶ丘・阿久比団地＝８４、 

半田市街地・武豊町市街地・火力発電所付近（富貴）＝８４ 

  ○ 比較的低かったところ 

      半田市内でも亀崎・有脇＝８１、武豊ＩＣ付近＝８１ 

      美浜町野間（伊勢湾側）、師崎＝８１ 
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◎ 半田市内を詳しく見ると（資⑰・⑰-2）（大和田教授の調査） 

 （１）昭和６１年（１９８６）７月３１日１３時の調査 

    ・ 風  

南西の季節風（伊勢湾から）、この時、知多半島の西岸も同様 

南よりの「海風
うみかぜ

」（三河湾から）、 

この時、知多半島の南部と東部は三河湾から同様の風を受けてい

た模様。（半田市内西部の「岩滑」は両方の風を受けていた） 

    ・ 気温 

     知多半島一の高気温の場所は （   度Ｃ） 

東部では「衣浦海底トンネル辺」、北部では半田市亀崎であった。 

     低いところは池田町・椎ノ木町で（   度Ｃ） 

       ＜これは、                     ＞ 

    ・ 湿度 

      池田町・椎木町（７０％以上）、成岩南二つ坂町・平和町（６０％） 

      亀崎・日東町（５０％） 

       気温と逆の結果となった。＜              ＞ 

    ・ 不快指数 

      全史不快指数は８０以上であったが、 

     特に、衣浦トンネル・新宮町・花園町（     以上） 

      有脇町・成岩本町辺り・宮本町・岩滑町。亀崎高根町（８３以上） 

  

 

（２）半田市の気候環境（夏の暑さ・冬の寒さ・大気汚染の３要素） 

  （資料⑱・⑲・⑲-2 参照） 

  ○ 学区別気候環境評価表 

 

 

  ★ 気象災害 

① 台風 

                ・伊勢湾台風 

  

② 雷（資料⑳） 

   ・熱雷          ・界雷          ・渦雷 

 

   この続きに資料が１５ページ付く 


